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吉本ばななのサウンドスケープ
ーオノマトペを中心に－
竹内　唯（岡山大学大学院教育学研究科）　奥　忍（岡山大学教育学部）
本稿では，文学作品に現れた音を素材に音楽作品の創作を試みる。 事例研究として現代の女流
作家，吉本ばななの『キッチン』と『TUGUMI－つぐみ』をとりあげ，これらの作品に出現
する音を素材にボイスプロダクションの創作を行った。
まず． 授業対象者のオノマトペに対する感受性を喚起することを目的に，吉本の『キッチン』
『TUGUMI－つぐみ』から抽出した文章に出現する物音をオノマトペで表す実験的なアンケ
ート調査を行い，回答者のオノマトペ把握について分析・検討した。 次に，それらのオノマトペ
を素材にボイスプロダクション創作の授業実践を行、い，作品について分析・検討した。
キーワード：吉本ばなな，『キッチン乱『TUGUMI－つぐみ』，オノマトペ，ボイスプロダクション
音楽と言語は，晋を用いて伝える点で共通した作
用を持つ。「人間の声」という音を用いて，伝える内
容，つまり「意味」に応じて体系化した音楽が言語
であると考えることもできる。 では，我々が日常使
用する言葉の中に音楽が潜み，言葉甲意味以外の，
感覚に訴えかける音楽的な意味があるとすれば，そ
れはどのようなものなのだろうか。
この間題の鍵を握ると考えられるものの一つに，
擬音語・擬態語すなわちオノアトペの存在が挙げら
れる】。オノマトペはものごとの音や様子を言葉の
音で表現した語である。 その成り立ちから，他の語
とは異なり，音と意味との結びつきが直接的である。
つまり，音楽において柔らかい響きを持つ音色が「柔
らかい」という意味を伝えるのと同様，オノマトペ
においても柔らかい響きを持つ音韻がr柔らかい」
という意味を伝えるのである。 このことから，オノ
マトペは音楽に最も近い形で言語表現の領域に存在
する語であると考えることができる。
日本人は古来より，非常に微細な音に耳を傾け，
そこに美しさを見出そうとする習慣があったとされ
ている。これは詩歌や随筆といった日本の古典文学
における微細な膏の描写表現の分析からもみてとれ
ることである。 特に清少納言，紫式部といった女流
作家の作品には，このような描写表現が多く見られ
る2。
以上のような視点から，本稿では文学作品に現れ
た音を素材に音楽作品の創作を試みる。 具体的には，
現代の女流作家，宮本ばななの作品に表現されたサ
ウンドスケープをボイスプロダクションの手法で音
楽作品た昇華させる試みの記録である。
ボイスプロダクションとは，言葉の音楽的要素を
活かして創作される声楽作品を指している。 一般的
に西洋音楽的なリズム，旋律，形式等にはとらわれ
ない。平成15年度後期r音楽科教育法BJの授業で
は，ボイスプロダクション創作を数回にわたって取
り上げた。本稿で述べる作品の創作は，この一部分
として行われたものである。
まず創作の前段階として，オノマトペに対する受
講生の感受性を向上させることを目的に，それぞれ
の作品の中から音がオノマトペ以外の方法で表現さ
れている数場面をとりあげて，それらの場面の描写
内容をオノマトペに変換することを試みた。 次に，
吉本ばななの『キッチン』3と『TUGUMI－つぐ
み』4の中から1場面ずつをとりだし，それらの場面
を基にグループによるオノマトペ作品創作を試み
た。
2）吉本ばななの『キッチン』『TUGUMI-つぐ
み』について
吉本ばななの作品は，イタリア，イギリスをはじ
め，諸外国で翻訳され，海外の支持も多い。 イタリ
アでは，ほぼ全ての作品が翻訳・出版され，吉本を
紫式部と比較した書評が発表され，評価を得ている
5。イタリアに限らず海外では，吉本の作品か古来の
日本人らしさを持っていると評されることが多い。
では，吉本の日本人らしさとは何だろうか。 その
第1点は彼女の音に対する感受性である。 吉本の作
品には音に関する表現が多く，微細に使い分けられ
ている。
第2点は，マイナスの感情を重視する点である。
吉本の作品には，悲しみ，孤独，絶望など，マイナ
スの感情に重きを置き，丁寧に表現する姿勢がみら
れる。甲斐ますみによれば，日本語は他国の言語に比
べ，マイナスの感情に関する語彙が多く，このよう
な感情を重視する傾向があるとされる6。
吉本作品は，微細な音の描写によってマイナスの
感情を表現する点で，日本人作家の中でも際だって
・いる。
本稿では，このような特色を持つ吉本の作品の中
で，吉本が24歳，1988年のデビュー作『キッチン』
と，翌年1989年に刊行された初の長篇『TUGUMI
－つぐみ』を取り上げる。
これら2作品には，音に
関する表現にオノマトぺがとりわけ多く見られる。
『キッチン』は，両語祖父母を次々に失って来
た二十代初めの女の子が，同様の境遇をもつ青年と
の奇妙な共同生活や心の触れ合いを通して成長して
いく様を描いた作品である。 また『TUGUMI－つぐ
み』は，主人公の女の子が，ひねくれものだが重い
病気を持った従妹のつぐみと過ごした一夏の出来事
を，つぐみの恋や二人を取り巻く家族の生き様とと
もに描いた作品である。
2．授業参加者のオノマトペに対する感受性－オノ
マトベ調査－
1）調査の概要
ボイスプロダクション作品創作の前に，オノマト
ペを理解し，感受性を高める目的で，『キッチン』と
『TUGUMl－つぐみ』に出現するオノマトペに
関するアンケート調査を行った。
調査期間：2003年11月5日から12月18日
調査対象：岡山大学教育学部の学生及び大学院生
計26名
調査方法：質問紙法
調査内容：資料1参照
紙数の関係で，後に統くボイスプロダクションと
直接関係するr設問Ⅱ」について述べる。 この部分
は，『キッチン』『TUGUMI－つぐみ』の中から
抜粋された以下の2文について，オノマトペを用い
ないで描写された音に関わる表現（下線で示す）を，
回答者がオノマトペを使って表すものである。
A夜明け近く，鼻盤とヒールの音が近づいてきて，
カギを開ける。お店から仕事明けで帰る彼女はいつ
もほろ酔いで，うるさい音をたてるので私はうっす
ら目を覚ました。シャワーの音，スリッパの昔，重
湯をわかす音，私はとても安心してまた眠りに落ち
てゆく。（『キッチン』p． 86）
この文章は，主人公r私」が，「女性」として生
活していた「雄一」の父親のことを追憶する場面の
ものである。
B廊下を行きかう忙しい足音。 調理場の活気，太
さな掃除機がうなる響き，ロビーに鳴る電話のベル。
いつも大勢の人が同じ家の中でざわざわしていた
し，5時や9時には町内会から子供は家に帰りまし
ょうという放送が町中のスピーカーから流れていた
。
直島旦畳，鳥の鳴く声。 （『TUGUMI－つぐみ』
p．53）
この文章は，主人公「私」が幼少時代に過ごした
海辺の旅館を思い出している場面のものである。 こ
の旅館は従妹の「つぐみ」家族が経営しており，r私」
と母親はここに住み込みで手伝いをして暮らしてい
た。r私」が大学生になる頃，r私」の家族は父親の
暮らす東京に移り住む。
ここでは，r私」と母親が，東京の生活にr音が
少ない」ことについて，過去に暮らした旅館と比較
しながら会席をしている。
1）結果と考察
回答欄に記されたオノマトペについて音の種類別
に記す。回答者が前後の文章から情景をイメージし，
オノマトペを選んでいることが分かる。
（B文章Aについて
・鼻歌：「ふJrんJを含むものがほとんどである。
「ふふん」や「ふーんJなど，「ふ」の連続や長
母音を含まない「ふんふんJという形の語が極め
て多い。 これは，撥音が，運動の状態について「は
ずむJという意味を持っていることに由来すると
考えられる。 rほろ酔い」という表現から，「彼女」
が浮かれた調子であることが推測される。 撥音が
テンポよく挿入されていることで，rはずむ」感
じがより強調されるといえよう。
これに加えて，rららら－」などの歌声，「ぴゆ
－ぴゆ－」などの口笛と考えられるオノマトペが
いくつか挙げられた。 これらは厳密には鼻歌では
ない。 しかし，前述のように，・「ほろ酔い」で浮
かれた「彼女」の様子からこのようなオノマトペ
が連想されたと考えられる。
・ヒールの音：．「かつ」「こつ」を語基に含むものが
ほとんどである。 これらは，ヒールの音を表すオ
ノマトペとしては典型的な表現といえよう。
注目すべきは，「かんかん」など撥音を含むも
のがいくつかみられることである。 撥音は普・声
について「ひびく」様子を表すことが多い。 この
音は，鉄板のように足音がよく響く面の上を歩い
ている音と考えられる。 このことから，場面とし
てマンションなどの階段が推執される。 文章から
読み取れる「彼女」の暮らし振りから，マンショ
ンやアパートなどを回答者が想像したと考えら
れる。
・カギを開ける：カギを開ける昔として考えられる
典型的なオノマトペ「がちやJrかちゃ」を含む
ものが中心である。
・うるさい曹：表現の抽象性から，様々な種類のオ
ノマトペが挙げられている。 足音と考えられるも
の（例：rばたばた」），騒がしさを表現する慣用
句的なもの（例：「ざわざわ」）の他，衝撃音を表
すと考えられるもの（例：rがちゃんJ）が多くみ
られる。 ほとんどの語に濁音が用いられており，
これによって，音のr強さ」，運動の「荒さ」が
うかがえる。
・シャワーの音：シャワーが流れる音に加えて，「か
ちゃJrきゆきゆ」など，シャワーの蛇口を操作
する音と考えられるオノマトペが挙げられてい
る。このように周辺の音が加えられると，情景が
より鮮明に想像される。
・スリッパの音：「ばたばた」「ぺたぺた」と，半濁
音を含むものに集中している。 半濁音は運動主体
の「軽さ」を表すことから，軽い素材であるスリ
ッパの表現に用いられると考えられる。 また同時
に，スリッパのかかと部分の裏面が床面を叩く音
も半濁音によって表現されていると考えられる。
この他には，速く軽い動作をうかがわせるrさ
つきっ」や「たったっ」，そして逆に遅い動作を
うかがわせる「ぱたんぱたん」やrびったんびっ
たん」というように，歩き方によっていくつかの
語が挙げられている。 また，「しゅ一っしゅ一っ」
「すーっすーっ」は，スリッパのかかと部分の裏
面が床面と擦れる音を表していると考えられる。
・お湯をわかす音：湯を沸かす道具を「やかん」と
とらえるかr鍋」ととらえるかによってサウンド
スケープが異なり，これによってオノマトぺも異
なっている。 主に挙げられているのは，湯を沸か
した場合の，やかんから蒸気が噴き出す音（例：
「しゆ－」），やかんについた笛の鳴る音（例：「ぴ
－」），そして，なべで湯を沸かした場合の，気泡
が湧き出す普（例：「ぼこぼこ」）の3穂である。
その他には，やかんの蓋がたてる普（例：「か
たかたj）や，コン占のスイッチの操作書（例：rか
ちや」）など，多岐に渡っている。 1つの作業でこ
れだけ様々な種のオノマトペが挙げられるのは
興味深いことである。
⑧文章Bについて
・廊下を行きかう忙しい足音：「ばたばたJrばたば
た」が多く挙げられている。 「ばたばた」は，足
音を表すと同時に，r仕事でばたばたする」とい
ったように，忙しさを表す擬態語の性質を持って
いる。 これに次ぐ「ばたばた」は，文章Aで「ス
リッパの昔」として最も多く挙げられたオノマト
ペである。
文章Bでは，場面が「旅館」であることは明記
されていない。 しかし，「鞠理場」や「ロビー」
があることなどから，多くの回答者がr旅館」を
思い描いたと考えられる。 そして旅館ではスリッ
パ履きの人が多いことから，「ばたばた」が多く
挙げられたと推測できる。
・調理場の活気：抽象的な表現であるため，様々な
オノマトペが挙げられている。 「活気」という表
現を受け，騒がしさを表す「ざわざわ」「わいわ
い」などを挙げた回答者が多い。 これに加え，料
理に伴う音を表すオノ、マトペが挙げられている。
肉などを焼く曹（例：「じゅ－」），包丁で切る音
（例：「とんとん」），レンジやオープンなどの音
（例：rち－ん」）と，様々な擬音語が並んでいる。
料理は多くの作業を伴い，そこから発生する音も
幅広い。 文章A「お湯をわかす音」に挙げられた
オノマトペも多岐に渡っていた。 「調理場」のサウ
ンドスケープは，ボイスプロダクションの素材と
しても大きな可能性を持っていると考えられる。
・大きな掃除機がうなる響き：全ての語に長母音が
用いられている。
・ロビーに鳴る電話のベル：ベルの音を電子音とと
らえるか，旧来の呼び鈴の音ととらえるかによっ
て大きく二種類に分かれている。 今日の電話の呼
び出し音はほとんどが前者であるにも関わらず，
両者はほとんど同数であった。 このことには，文
章が描く場面が非都会的な印象を与えること，ま
た，実際の音に関わらず後者が言語表現上に慣用
句的に定着していることが影響していると考え
られる。
・波音：「さ」「ざ」を含むものが大半である。 これ
らの音韻が一般的に波音を示すと解釈されてい
るといえよう。
・汽笛：「ぽ－」を含むものが大半である。 これは汽
笛を表すオノマトペとしては典型的なものとい
えよう。
・鳥の鳴く声：スズメ，カラスの鳴き声を表すもの
を中心に，様々なオノマトペが挙げられている。
中には，「い－い－」「つつつつ」「ほよろろろ」
など，回答者が臨時的に創作したオノマトベもい
くつか見られる。 鳥の鳴き声は様々であるにも関
わらず，特徴的な鳴き声や日常耳にする鳥の鳴き
声以外は，言語として定着しているものが比較的
少ないことが分かる。
3）調査のまとめ
実験結果から，音韻の細やかな使い分けによって
意味合いや印象の違いが生まれることが分かった。
調査を受けた学生の感想には，普段何気なく使っ
ているオノマトペの音韻の「豊かさ」と，文章から
音を思い描くことによって生まれる臨場感に触れら
れた，と述べるものが多く見られた。 言語表現にお
いて皮相的に用いられがちなオノマトペを，再度
「音」に立ち返り見つめ直す契機を回答者に与える
ことができたと考える。
3．オノマトベによるボイスプロダクション作品創
作の授業
1）概要
『キッチン』『TUGUMI－つぐみ』の一部分を素
材として，小説の情景描写や心象表現を取り入れた
ボイスプロダクションを創作する。 テーマは前項の
文章A，Bの場面におけるサウンドスケープであり，
主な音素材はそれらのサウンドスケープを形作るオ
ノマトペである。
「音楽家教育法B」では，これまでに青葉を使っ
た音楽表現に関する活動を積み重ねてきた。 一週間
前の授業では，「まつり」をテーマにしたボイスプロ
ダクションの創作に取り組んだ。
これらの活動を踏まえ，今回は文章A，Bに合っ
た情景描写や心象表現を目指す。 またオノマトペを
用いることで，言葉の音韻の特徴を捉えた声の出し
方が工夫されることが求められる。 表1は当日の授
業の概要を示したものである。
2）創作過程と考察
創作は，2つのグループに分かれて行った。 以下，
文章Aを扱ったグループをAグループ，文章Bを扱
ったグループをBグループとする。 作品創作の過程
は表2のようにグループによる相違が見られる。
吉本ばななのサウンドスケープ
表2　ボイスプロダクションの創作過程
表1から，Aグループは，実際の音に忠実な描写
をオノマトペに求めていたことがわかる。
これは，文章Aが夜中に聞こえる音であることが
影響しているといえよう。 夜中の静けさの中では，
「彼女」の立てる音が際立って聞こえてくる。 場所を
「物音がよく聞こえる」マンションに設定したこと
も，この細かい描写に繋がったと考えられる。
加えて，描写へのこだわりは，音を立てるのが他
でもない「彼女」であることを示すのにも重要な役
割を果たす。「彼女」の出す音は「彼女」がいるという
事実の象徴である。 「私」はその昔に彼女らしさを感
じ，それが「安心」感に結びつくのである。 作品の中
で用いるオノマトペを決める前に彼女の行動を詳細
に想像し，意見交換したのは，r『彼女』らしさ」の
表現に意味のある作業であったといえよう。
一方，Bグループは，情景から音を微細に予想す
るだけでなく，オノマトペの音韻の響きに対しても
注意が払われていた。 波音に関して，r日本海は『ざ
ぎーん』などの濁音のイメージだ」という発言もそう
いった意識の表れであろう。
Aグループで当初挙げられた，ロを塞いで家の外
の音を発する方法は，家の中と外の書の瞬間的な変
化がよくとらえられていた。 しかしこの方法は最終
的には取り入れられなかった。 理由は，声を発した
時の聴きづらさや，音の違いの分かりにくさからで
ある。この場面では徐々に前向きになる動作が採ら
れた。「鼻歌」，rヒールの昔」のクレッシエンド効果
のためである。しかし，この方法のみでは健を開け
た時の瞬間的な音の変化は措かれない。
この変化を盛り込むには，直接口を塞ぐのではな
く，手で顔全体を覆って声を出したり，体をうずく
まらせて声を出したりというように，より大きな動
作を加えて分かり易く表現する方法が考えられる。
このクラスのボイスプロダクション作りに見られ
た特徴的な作業として，「音ごとのバート分け」があ
る。前回の「まつり」の創作では，いずれのグルー
プもそれぞれの言葉ごとに受け持つ人を決め，各々
が受け持ちの青葉を発して全体を形作っていた。 同
一人物が連続して別の言葉を発したり，2人以上の
人物が同様のパターンの言葉を発したりすること
は，避けられる傾向にあった。
これに対して，本時の活動1）で鑑賞した
“GeographicPugue”は，これとは逆の特徴を持っ
た成り立ちをしている。 同一人物が次々に別の言葉
（都市名）を発していること，構成メンバーが発す
る言葉の組み合わせが全員同様であることがその特
徴である。ここに，言葉の順番やリズム，音高，音
色，ダイナミックスなどに変化を持たせて各声部の
個性を出し，全体を形作っている。
膏ごとに分担を決めることのメリットは，音量や
タイミングなどで個々の音を調節する際に，その昔
を受け持っ人物個人が調節すれば良いという点にあ
る。今回は，時間が限られている中で創作し，すぐ
に発表という形であったため，音量やタイミングの
調整は個人の即興性に頼る部分が大きかったようで
ある。そのため，即興的に調整しやすく，個性の出
しやすいr音ごとのパート分け」という方法を選ん
だと考えられる。“GeographicPugue”の鑑賞は生
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かされなかったといえよう。
4．作品と考察
1）Aグループ
Aグループの作品を図形楽譜で表したのが図1で
ある。
Aグループが素材とした文章Aは文章Bと異な
り，全ての音が同一人物によって出される音である。
そのため，前述のような「音ごとのパート分け」を
従来通り行った場合に，音の統一感が失われる危険
があった。しかしこのグループは，「音ごとのパート
分け」の方法を取りつつ，「彼女」の台詞を男声で，
オノマトペを女声で発したことで，この間題に上手
く対処することができたといえよう。 男声と女声の
差異は，女声同士の声質の差異よりも明確である。
女声の発するオノマトペに対して男声による台詞を
用いることで，両者がはっきりと区別され，逆に女
声に統一感が生まれるのである。
また，聴く者にとって男声と対比した女声が意識
されるため，オノマトペに軽さや柔らかさが感じら
れる。台詞を男声，オノマトペを女声が受け持つこと
は，声は男性だが立ち居振舞いは女性である「彼女」
を象徴的に表現する上で効果的な方注である。 この
グループのオノマトペから受ける女性らしさは，
「私」の「安心」感に連繋させると，さらに発展す
る可能性を持っている。
このように，台詞とオノマトペの対比と、いう構成
は効果的な手法である。 しかし，台詞の内容が説明
的で，オノマトペを用いた描写が生きてこない部分
が一部見られた。言葉の音韻で情景を描写するオノ
マトペに対して，台詞は言葉の意味が入ってくる。
そのため意味が先行して音韻による情景描写に深み
が出ず，聴く者のイメージの幅が狭まるという危険
がある。過剰に説明的な台詞は入れず，感嘆語など
の抽象的なものを用いることで対処できるであろ
う。
また，冒頭に後ろ向きから振り返るという工夫は，
クレッシエンドの効果だけでなく，舞台上の演出と
しても効果的であった。 同様の効果で言えば，遠くか
ら歩いてくる，座った状態から立ち上がるといった
工夫も用いることができよう。
2）lBグループ
Bグループの作品を図形楽譜で表したのが図2で　　ある。
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Bグループは，タイミングや速さ，音理音量な
ど，個人の即興的な調整が生きた作品となった。
「まつり」の創作時では一律のリズムに青葉を乗
せる形がとられていたのに対し，今回はそのような
一貫したリズムは無い。 その代わりに各々が身体を
動かし，それぞれのオノマトペのリズムを作りなが
ら，全体と絡め合わせていた。 このことによって空
間の広がりと厚みが感じられる。
このような方法でオノマトペを一斉に発する場合
には，個々のオノマトペが埋もれてしまう可能性が
ある。これを回避するには特に音程やリズムに差を
持たせていくことが必要といえよう。 このグループ
の発表は，リズムの調節，間の取り方が非常に優れ
ていたと思う。ただ音域に関しては，ある程度差をつ
けていたとはいえ，比較的中音城に集中していた。
高音域・低音域の差異を明確化すれば，よりメリハ
リの利いた作品になると思われる。 また，声を発す
る体の向きや立ち位置を個人で変えるという方法
も，それぞれのオノマトペを際立たせる効果がある
だろう。
両グループともに，「音ごとのバート分け」の傾向
が強いことは前述のとおりである。 しかし，Bグル
ープの作品の後半部分に射しては同じ晋を多数の人
間が受け持つという方法がとられていた。 波音がそ
れにあたる。3人がそれぞれ少しずつ異なる波音の
オノマトペを即興的に調節しながら発していた。 こ
こではそれぞれのオノマトペが始終個性を主張する
というのではなく，やや同音域を用い，時によって
は埋もれ，時によってははっきりと聞こえるという
形で表現されていた。 これは，消えては生まれる波の
特徴をつかんだ，優れた表現方法と考えられる。
また，音の出現する順序にも工夫が見られた。 練
習段階では船の汽笛と波の菅を同時に発し始める試
みがなされた。しかしこれには違和感があるという
ことで，先に波の音を，続いて船の汽笛を登場させ
るという構成になった。 このような順序の設け方は，
言うなれば絵画的な手法である。 文章Bの海と船の
情景を絵画にしようとしたとき，まず海面を描いて
そこに船を乗せていくだろう。 3人の多声でまず面
としての海を聴かせ，その後から船を1人の声が表
して焦点化する。順序の調整で，情景がありありと
浮かぶ効果的な場面となった。
3）両作品に見られる共通点
両グループに共通していたのは，旋律を効果的に
用いていたことである。
Aグループでは「彼女」の鼻歌が，Bグループで
は町内放送からイメージされた旋律が取り入れられ
ていた。
旋律を挿入することの効果は，特にBグループに
顕著に表れていた。 このグループの作品は，前半部
分はオノマトペのみを用いており，温かみのある風
景総写となるべき場面にも関わらず，少し緊張感が
感じられた。それに対して後半部分では，小音量の
メロディーを入れることにより，オノマトペを使っ
た描写に彩りや漁かみが加わり，小説の描く心情世
界が巧みに表現されていた。 旋律を挿入することが
ボイスプロダクションにおける心象表現を豊かにす
る効果をもたらしたといえよう。
4jまとめ
ここでは，「音楽科教育法B」において創作された
オノマトペを用いたボイスプロダクション作品につ
いて，創作過程と作品の分析を行い，オノマトペが
音楽的にどのように昇華されるかについて考察し
た。
小説の上では文字で表されるオノマトペが，ここ
では実際に声に出した形となって具現した。 その中
で≠たとえ同じ話でも音高やリズム，息づかいなど，
様々な音楽的要素によって，種々の異なる響きを持
って出現した。
両グループとも，発音方法を様々に
工夫しながら創作を行ったのである。
音に関する表現が多く見られる文章AとBでは，
オノマトペが用いられるのは1箇所，1語のみであ
る。この創作活動は，吉本がオノマトペを使用して
いない箇所の小説世界を，読み手が思い描いたオノ
マトペで覗いてみるという試みと考えることができ
る。作品発表後の藩論では，ある学生から「文章を
見なくても情景が沸くような感じだった」という感
想が出された。このことから，ボイスプロダクショ
ンの作品創作によって小説の世界をを音楽の形に昇
華させることの可能性が確認されたといえよう。
作品に関する考察の項では，表現方法や構成に，
改良の余地のある部分をいくつか挙げた。 この授業
では時間の関係で，発表は最終段階に1回しか設け
ることができなかった。 最終発表以前の段階で中間
発表と意見交換の時間を設けることができれば，考
察で述べたような改善点を再構築し，より完成度の
高い作品の創作に繋がったのではなかろうか。
、このようなことも踏まえ，今後もより様々な方法
でボイスプロダクションの創作活動を行いたい。
5．おわりに
本研究では，吉本ばななの『キッチン』と
『TUGUMI－つぐみ』に使用されたオノマトペに着
目し，オノマトペに対する感受性の調査と授業にお
けるボイスプロダクション創作という2つの切り口
から，青葉の音韻に潜む音楽的様相に迫り，オノマ
トペを音楽化する方法を考察してきた。
感受性の調査では，オノマトペの音韻に対する反
応の傾向と回答者の個性が明らかになった。 回答の
中には音韻の組み合わせだけでなく，文字の大きさ
や表記方法によって，発音の方法を細かく表そうと
した例も．多く見られた。言語表現上に体系化された
音韻だけでは表し切れない微細なニュアンスの違い
が，オノマトペには存在する。 このこ、とからも，オ
ノマトペの持つ音楽的な様相に注目せずにはいられ
ない。実語ボイスプロダクションにおいては，声
に出すことで上記のようなオノマトペの音楽的様相
がより微細に探索され，現されることが分かった。
これらの結果は，言葉の音韻が音楽的な要素を持
ち，感覚に訴えかける働きを持っているという命題
を裏付けるものであ号。
日々の言語表現を音楽的に感じとり，r音楽的な言
語の世界」に触れることができれば，日常生活にお
いてもより豊かなコミュニケーションが可能となる
にちがいない。本研究で得られた知見をもとに，今
後も言葉に潜む音楽性を採り，その意識化と学習方
浩の開発を探求していきたい。
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Abstract : In this paper, we tried to make clear the possibility of onomatopoeia for composition,
 The words describing sounds in two novels "kitchen" and "TUGUMI" by a female contemporary
 writer, YOSHIMOTO, Banana were used. Soundscapes in these novels were explored and
 transformed into pieces for voice-productions in a music class in secondary teacher training course.
Firstly, to call the sensitivities toward the onomatopoeia students were asked to fill out
 questionnaires how to describe two scenes in these novels with onomatopoeia.
Then, on the basis of its results, students were asked to creates a music piece of voice production in
 group.
The process and accomplished pieces were analyzed.
Keywords : Banana Yoshimoto, "kitchen" , "TUGUMI", onomatopoeia, voice-production
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